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|号外’町報金木だより（1）
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木
地
刀
（
津
幡
三
斯
川
）

の
州
川
小
業
を
完
成
さ
せ
、
現
征
は
、

泳
帷
半
恥
の
水
川
地
楴

は
、
今
か
ら
川
面
年
川
ま

で
は
、
十
魂
湖
の
一
部
で

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
湿
地
柵

で
あ
っ
た
か
、
泳
帷
Ⅶ
代

滞
主
の
侭
政
公
か
、
水
造

俵
元
（
五
所
川
腺
）
、
金

●

●

謡
が
生
れ
て
い
る
が
、
〃
金
木
荒
馬
″
の
で
あ
る
が
、
以
下
、
特
出
な
山
来
の

嘉
瀬
の
も
ま
た
す
ぐ
れ
て
ぃ
る
。
あ
る
〃
瑚
繍
の
奴
師
，
″
と
〃
金
本
稔

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
上
古
の
馬
″
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
よ
う
。

奴
踊
り
と
金
木
荒
馬
『
川
遊
び
』
の
減
披
謹
擁
鋤
化
し
た
も

三
百
年
前
か
ら
の
田
植
踊
り

面
万
石
の
美
川
と
な
っ
て
い
る
。
金
木

新
川
は
、
元
敵
年
Ⅲ
（
約
三
面
年
削
）

主
と
し
て
、
秋
川
、
川
形
地
刀
か
ら
の

移
住
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

こ
の
附
川
邪
紫
は
、
非
附
な
難
工
邪

で
あ
っ
た
た
め
、
木
造
地
″
で
は
〃
弥

三
郎
節
〃
、
金
木
地
″
で
は
〃
派
瀬
の

奴
釧
り
″
な
ど
全
脚
的
に
も
打
名
な
腿【写真＝昭和45年度全国大会で優勝した・輪踊り形式、の『奴踊り』】

冒瀬の奴踊りの由来ご一～一～一一一

『ﾙ棚の奴伽り』は、金水新川の|紺､TIF紫の成枇

祈補の『願人坊』が、1IW(|時期に、出盤大社や住

II制I；|:の神了Iである、IIIM踊り、を勧進して、金

木新l11の『111杣蹄り』としたものであるが、特に

】ﾙ瀬地方に残っているのが『茄瀬の奴踊り』で、

日本本土の北限に現件している買亜な、しかも、

他に例のない動きをもつ、蒋兜な|Ⅱ杣踊りであ

る。

，那瀬と金木の|川の川．

石二'流れて水の葉コ沈む、

jR火なものは忠まれず、狡W)なものがはびこり

「この111:の'liはサカサマだ」「残,愈なことだ」と

1111うこの奴踊りには、次のような仏況もある。

津I怪4代稚主のｲ‘『政公の命により、金木地〃の

新|川}洲iのため、珊瀬に派imされた淵|:IM"伝ｲ『

=|'i1は、実11'[な性格で、IIW{i,j業に余力を尽した

のであるが、要械よく立ちまわったり、上役にと

りいることをしなかったため、｜紺刑I業か逓れ、

上役の不興をかい、同恢たちにもバカにされるこ

とが多かった。IM"仏右エ門の忠僕徳助が、これ

を無念に思い、秋の取入れの振郷酒のl術や、月見

の夜などに、即興的にIIIつたり、踊ったりしたの

が、この奴踊りの始まりだといわれている。

、『淵瀬の奴蹄り』は、はじめはIII杣踊りであ

ったか、時代は不明であるか、『#綱1り』とな

って現がし、H"i144年12ﾉ]111付でI$i森ﾘI↓文化

財（技上'《）として折疋されている。

現ﾉnは、樅別I)の、'陥剛りご形式であるが、

現ｲliは、郷台での、ilIM111り、、入り件え師り、

のほか、パレードなどに参加する助合を老眼し

ての、流し蹄り、と3つの形式をとりいれてい

る。
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ヘ
サ
ー
サ
こ
れ
か
ら
奴
伽
り
お
ど
る

サ
ー
サ
こ
れ
か
ら
奴
伽
りお
ど
る

ソ
ラ
ヨ
ヤ
ナ
ガ
サ
ッ
サ

ヘ
津
雁
平
野
の
千
万
打
は

秋
に
蛍
金
の
ま
た
波
か
た
つ

（
聯
）
以
下
略
す

べ
那
瀬
と
金
木
の
問
の
川
．

府
．
な
が
れ
て
水
の
梁
．
沈
む

へ
こ
が
れ
波
た
つ
み
の
り
の
お
ぼ
ん

奴
蹴
り
で
こ
の
役
が
ふ
け
る

へ
お
れ
の
か
く
じ
の
た
た
ら
び
化
．

鵬
間
し
お
れ
てま
た
便
に
さ
く

へ
竹
の
切
り
口
にシ
コ
タ
ン
コ
タ
．
ン
と

な
み
な
み
た
っ
ぷ
り

た
ま
り
し
水
は

飲
め
ば
腓
僻
の

ま
た
味
が
す
る

へ
稲
妾
ピ
カ
ピ
カ
柵
ゴ
回
ゴ
Ⅶ

い
く
じ
な
し
お
や
じ

バ
ヲ
カ
ブ
さ
ぶ
っ
ち
ゃ
さ
て

千
川
加
ひ
ろ
た

び

へ
花
は
千
咲
く
な
る
蝿
は
一
つ

九
百
九
十
九
はま
ず
む
だ
に
さ
く

へ
ち
か
い
恋
の
あ
ら
そ
い
は
す
る
な

雪
と
い
う
字
もま
た
鵬
で
か
く

八
ふ
れ
は
で
て
い
くけ
む
り
は
の
こ
る

の
こ
る
け
む
り
は
ま
た
盤
と
な
る

嘉
瀬
の
奴
踊
り
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|号外’町報金木だより(2）
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削
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今

金 木町とは

金木町は、本州の北の端、津'怪半胤

のほぼ中央に位し、人口およそ1万

7千のごく平凡な股業の町である。

これといった特徴もないので、リI↓外

の人には、人'1朧治のll崎地、と洲ﾘI

するのが一肝いいようである。

米とリンゴと水材、主なj雁堆といえ

ばこれくらいのものだが、観光賛源

には比較的忠まれており、町の東方

には[~1*3大美林の1つであるヒバ

の!|!IIIIII脈が横たわり、ここに藤ノ

滝、セツ滝など大小さまざまの滝か

流れている。

また、金木町には、桜と湖の県立芦

野公園があり、存4月下fﾘからの桜

まつりには辿日数万の花見客で賑わ

う。この公園のすぐ隣りの小商い森

には、イクコ、でｲj名な川倉の饗の

川服があり、Ⅲ6月22日から3日|H1

盛大に例祭がくりひろげられる。
民俗箕能としては、この、さなぶり

荒馬、のほか、淵瀬の、奴蹴り管が

有名である。

歩調詞
町

‘色.､

F

灘
熟，
曲

陛

●

【津軽四代藩主信政公のさっそうたる乗馬姿を表わした金木荒馬】

金
木
新
川
の
開
拓
当
時
、
民
情
視
祭
の
た
め
金
木
村
を
突
然
紺
れ
た
派
帷

岡
代
蒲
主
の
偏
政
公
か
、
村
は
ず
れ
の
丸
木
橘
を
、
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
供
奴

二
人
に
手
綱
を
と
ら
せ
、
一
回
二
回
と
後
に
さ
が
り
、
右
に
ひ
き
左
に
ま
わ

り
三
川
川
に
さ
っ
そ
う
と
橘
を
渡
っ
た
。
初
め
て
兄
た
滞
韮
の
み
ご
と
な
英

姿
に
感
激
し
た
村
人
た
ち
は
、
村
の
芥
れ
と
し
て
永
久
に
残
す
べ
く
〃
虫
送

り
〃
の
舵
馬
踊
り
に
と
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
、
の
ち
の
藩

主
が
北
″
汎
察
で
金
木
村
に
き
た
さ
い
、
と
き
の
脈
臘
角
川
氏
（
現
角
川
円

職
氏
の
先
Ⅲ
）
ば
、
八
幡
宮
神
主
の
樅
木
氏
（
現
征
水
脈
ｕ
氏
の
先
Ⅲ
）
と

と
も
に
、
四
代
藩
主
信
政
公
の
橋
渡
り
の
列
姿
を
黄
め
識
え
、
い
ま
ま
で
股

耕
を
表
現
し
て
き
た
〃
荒
馬
踊
り
″
を
、
『
柵
渡
り
の
英
姿
』
を
あ
ら
わ
し

た
踊
り
と
し
た
い
旨
恐
る
恐
る
言
上
し
た
と
こ
ろ
、
藩
主
は
非
附
に
鉱
を
よ

く
し
て
許
さ
れ
、
同
行
の
絵
師
に
〃
馬
の
而
態
″
を
六
尺
屏
風
に
件
か
せ
て

与
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

後
Ⅲ
、
脈
賊
角
川
、
神
主
笹
木
の
川
氏
が
弘
刑
城
中
に
ま
ね
か
れ
、
滞
主

か
ら
『
金
水
端
馬
は
藩
主
の
姿
で
あ
る
か
ら
無
礼
さ
せ
る
な
』
と
い
っ
て
警

謹
の
衣
装
猟
埼
を
賜
わ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
こ
の
衣
装
を
浴
川
し
て

虫
祭
り
の
警
謹
役
と
し
て
付
き
添
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
金
木
荒

馬
の
中
心
と
な
る
馬
に
は
殿
様
が
乗
り
、
手
綱
さ
ば
き
は
二
人
の
供
奴
を
表

現
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

【
写
真
Ｉ
舞
台
で
踊
る
金
木
荒
馬
】

金
木
荒
馬
踊
り
に
つ
い
て
一

や
つ
こ

荒
鳩
に
は
殿
様
手
綱
ひ
き
は
奴
の
姿

金木は、私の生まれた町である。沖

榧平野のほぼ｢'1央に位し、人口5，

6千のこれという特徴もないが、ど

こやら部会風にちょっと気取った町

である。よくいえば、水のように淡

白であり、悪くいえば底の浅い見栄

坊の町ということになっているよう

である。

それから3爪ほど南Fしてγ沐川に

W｝う、五所川原という町があるcこ

の地ﾉﾉの産物の雄散地、人口も1万

以lあるようだ。よくいえば活気の

ある町であり、悪くいえばさわがし

い町である。かりに東京に例をとる

ならば、金木は小イi川であり、五所

川I眼は茂1Y(といったようなところで

もあろうか。

＜太宰治『榊経』より＞
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新
金
木
音
頭
州
岬
幟
州
吋
榊
鐸

へ
ハ
ア
芦
野
桜
は
嫁
．
の
桜
ョ

春
に
浮
か
れ
て
化
糀
す
る

野
良
の
仕
酬
も
一
段
藩
さ

え
び
す
笑
顔
で
花
処
椚
花
見
洲

（
雌
）
エ
ー
ソ
レ
エ
ー
ソ
レ
蕨
ぎ
ゃ
ナ

き
ん
き
ら
盗
の
嫁
。
く
る

ペ
ハ
ア
こ
こ
こ
は
北
郷お
米
の
州
と
こ
よ

奴
徳
助
ひ
と
師
ｎ

、

班
瀬
と
金
木
の
間
の
川
．
、

小
石
流
れ
て
難
コ
沈
む

（
雌
）
エ
ー
ソ
レ
エ
ー
ソ
レ
稼
ぎ
や
ナ

き
ん
き
ら
喪
の
米
が
川
る

金
木
小
唄
州
岬
称
岬
吟
砂
Ｊ

へ
溶
け
る
根
雪
に
噛
川
い
て

春
は
絵
巻
の
金
木
町

上
と
下
と
の
川
町
栄
え

日
ご
と
伸
び
ゆ
く
繁
川
ぶ
り

（
雌
）
パ
ッ
ト
ソ
レ

ソ
レ
ヨ
イ
ロ
ト
サ
．
ノ
セ

コ
Ⅱ
〆
ヤ
ヨ
イ
ー
ｒ
サ
ノ
セ

ヘ
ひ
と
眼
千
両
じ
ま
ん
の
桜

夢
の
芦
野
湖
花
の
僻

可
愛
い
あ
の
娘
は
絵
Ⅱ
傘
さ
し
て

恋
の
ポ
ー
ト
に
ゃ
那
と
乗
る

（
雌
）
以
下
略
す

八
脈
瀬
の
ス
ロ
ー
プ
渦
っ
て
降
り
や

雪
に
輝
く
町
あ
か
り

泗
は
人
肌
ア
ネ
ち
や
の
お
州

怖
た
ら
汁
い
ろ
、
ば
た
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